
裏面もごらんください。 
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号 

 

 

は
な
だ
か 

花
の
ま
ち
づ
く
り
講
座 

 生
涯
学
習
推
進
員
主
催
事
業 

２
講
座 

＝
参
加
者
募
集
＝ 

 【
期
日
】
令
和
７
年
１０
月
２２
日
（
水
） 

※
雨
天
実
施 

【
時
間
】
午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分 

【
場
所
】
鼻
高
公
民
館 

駐
車
場 

【
対
象
】
鼻
高
地
区
在
住
の
人
、
１５
人 

【
費
用
】
３
０
０
円
（
花
苗
、
肥
料
代
等
）

【
用
意
す
る
物
】
持
ち
帰
り
用
の
プ
ラ
ン 

 

歴
史
の
街 

倉
賀
野
宿
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
き 

【
期
日
】
令
和
７
年
１１
月
７
日
（
金
） 

 

※
小
雨
決
行
（
豪
雨
中
止
） 

【
時
間
】
鼻
高
公
民
館
へ
午
前
８
時
３０
分

集
合
、出
発
。（
帰
着
は
午
後
３
時
半
頃
） 

【
対
象
】
鼻
高
地
区
在
住
の
人
、
１５
人 

【
費
用
】
４
８
０
円
（
電
車
代
） 

プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
を
植
え
て
鼻
高
の
ま
ち
を
花

で
飾
り
ま
す
。花
は
各
自
宅
に
持
ち
帰
え
る
ほ
か
、

公
共
施
設
に
届
け
、
鼻
高
全
体
を
き
れ
い
な
花
で

飾
り
ま
す
。 

タ
ー
２
個
、
軍
手
、
帽
子
、
移
植
ゴ

テ
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装 

【
申
込
み
】
１０
月
２
日
（
木
）、
午
前

９
時
～
１０
月
１５
日
（
水
）
ま
で
に

費
用
３
０
０
円
を
添
え
て
鼻
高
公

民
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

  

２
個
、 

 

生
涯
学
習
推
進
員
の
隣
町
散
策
シ
リ
ー
ズ
。
今
回
は

「
倉
賀
野
観
光
ガ
イ
ド
の
会
」
の
案
内
で
倉
賀
野
駅
か

ら
歴
史
と
史
跡
を
訪
ね
な
が
ら
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
き
ま
す
。

歩
行
距
離
は
約
４
～
５
㌔
で
す
。 

【
持
ち
物
】
ザ
ッ
ク
、
昼
食
、
雨
具
、

帽
子
、
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

そ
の
他
各
自
が
必
要
と
す
る
物 

【
申
込
み
】
１０
月
２
日
（
木
）
、
午

前
９
時
か
ら
鼻
高
公
民
館
で
受
け

付
け
ま
す
。 

１０・１１月 の 

休館日 

１０
月
１３
日
（
月
）
ス
ポ
ー
ツ
の
日 

１１
月
３
日
（
月
）
文
化
の
日 

 
 

 
 

 
 

１１
月
２３
日
（
日
）
勤
労
感
謝
の
日 

  ＝
料
理
教
室
＝ 

は
じ
め
て
の
あ
ん
ぱ
ん
作
り
教
室 

《参加者募集》 

焼
き
た
て
の
ふ
わ
ふ
わ
あ
ん
ぱ
ん
を
作
り
ま
す
。
併
せ
て

季
節
の
野
菜
を
使
っ
た
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
を
作
り
、
そ
の
場

で
実
食
し
ま
す
。 

【
期
日
】
令
和
７
年
１０
月
24
日
（
金
） 

【
時
間
】
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時 

【
場
所
】
鼻
高
公
民
館 

１
階
実
習
室 

【
定
員
】
８
人
（
鼻
高
地
区
住
民
優
先
） 

【
費
用
】
５
０
０
円
（
材
料
費
） 

【
講
師
】
伊
藤
文
子
先
生 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭 

き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
水
分
補
給 

 
用
の
飲
み
物 

【
申
込
み
】
１０
月
１
日
（
水
）
～
１０
月

１６
日
（
木
）
、
平
日
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時
ま
で
に
費
用
を
添
え
て
鼻

高
公
民
館
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

《事業報告》 

活き活きセミナー開講 

9 月５日（金）から『活き活き

セミナー』が始まりました。毎年

好評のこのセミナーは全 10 回

の講座で12月迄続きます。1回

目は宮沢賢治の世界をピアノと

朗読で平和を願い、2 回目（9 月

12 日）の介護亭楽珍さんの創作

落語「三途の川の渡り方」でこれ

からの生き方を考えました。 

熱演される介護亭楽珍さん 

http://takasaki.manabi365.net/


             

 

八
幡
の
庄
や
八
幡
宮
に
纏
わ

る
事
柄
を
更
に
続
け
ま
す
、 

   

源
義
重
は
寺
尾
の
館
（
そ
の

後
の
永
福
寺
）
を
築
き
、
ま
た

当
時
赤
坂
と
呼
ば
れ
て
現
在
の

高
崎
市
庁
舎
が
在
る
付
近
に
治

承
元
年
（
１
１
７
７
）
に
興
禅

寺
（
現
在
は
下
横
町
）
を
建
立

し
て
い
ま
す
。 

 

興
禅
寺
が
高
崎
中
心
街
で
最

も
古
い
歴
史
の
あ
る
寺
院
と
云

わ
れ
て
い
ま
す
。
建
立
当
時
は

広
大
な
寺
域
で
、
現
在
の
赤
坂 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

      
 

   
      町

か
ら
市
役
所
庁
舎
南
に
至
る

付
近
ま
で
一
帯
に
及
ん
で
い
た

そ
う
で
す
。
こ
こ
が
後
の
和
田

城
・
高
崎
城
へ
と
続
く
高
崎
市

街
地
の
原
点
だ
と
云
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
興
禅
寺
が
所
蔵
す

る
古
絵
図
に
鎌
倉
街
道
ら
し
き

も
の
を
表
す
記
載
が
あ
り
ま
す
。 

現
在
の
高
崎
市
役
所
西
側
の
烏

川
左
岸
の
城
南
球
場
の
付
近
を

南
北
に
「
か
ま
く
ら
み
○
」
と
図

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
鎌

倉
街
道
が
現
に
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
根
拠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
当
時
（
平
安
時
代
）
八
幡

の
地
は
八
幡
の
庄
と
称
す
る
荘

園
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

か
つ
て
の
高
崎
の
地
は
、
碓
氷

川
・
烏
川
の
河
岸
段
丘
上
に
沿

っ
て
松
林
が
連
な
る
荒
涼
た
る

場
所
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

話
す
歴
史
家
も
い
ま
す
。 

             

      

源
義
重
は
、
京
都
に
あ
っ
て

国
政
や
八
幡
の
庄
で
荘
園
経
営

に
活
躍
し
、
八
幡
の
礎
を
築
く 

の
で
す
が
、
高
崎
市
民
で
あ
る 

私
た
ち
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
関
係

す
る
歴
史
上
の
史
実
が
一
つ
あ

り
ま
す
。 

平
安
時
代
末
期
の
平
清
盛
死

後
に
平
氏
の
権
勢
も
弱
ま
り
、

朝
廷
よ
り
平
家
追
放
の
勅
書
が

出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
呼
応
し

て
伊
豆
に
流
配
さ
れ
て
い
た
源

頼
朝
や
木
曽
義
仲
が
平
家
打
倒

の
狼
煙
を
挙
げ
ま
す
。
こ
の
時

八
幡
の
庄
の
源
義
重
は
群
馬
寺

尾
の
館
（
永
福
寺
）
に
於
い
て

挙
兵
は
す
る
の
で
す
が
、
源
頼

朝
に
は
呼
応
せ
ず
独
自
の
行
動

を
と
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

平
家
打
倒
で
、
最
初
に
兵
を

挙
げ
た
の
は
源
三
位
頼
政
公
と

称
さ
れ
た
源
頼
政
で
す
。
以
仁

王
（
も
ち
ひ
と
お
う
）
を
奉
じ
て

京
都
の
宇
治
川
で
平
家
一
門
と

戦
う
の
で
す
が
、
敗
れ
、
宇
治
平

等
院
鳳
凰
堂
で
戦
死
し
ま
す
。 

こ
の
頼
政
の
妻
「
あ
や
め
御

前
」
が
遺
児
を
抱
え
自
分
の
生

ま
れ
故
郷
の
伊
豆
長
岡
へ
逃
れ

子
ど
も
を
育
て
る
の
で
す
。
そ

の
源
氏
の
血
を
ひ
い
た
子
孫
が

江
戸
時
代
に
高
崎
藩
の
殿
様
・ 

大
河
内
家
と
な
る
の
で
す
。
今

で
も
高
崎
公
園
の
隣
に
頼
政
神

社
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
が
、
藩 

主
の
大
河
内
家
が
先
祖
を
祀
ろ 

う
と
し
て
建
立
し
た
も
の
で
す
。 

         

江
戸
時
代
頼
政
神
社
を
中
心

に
盛
大
な
お
祭
り
が
行
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
現
在
の
高
崎
祭

の
原
点
ル
ー
ツ
だ
と
い
う
人
も

い
ま
す
。 

あ
や
め
御
前
が
平
家
か
ら
逃

れ
、
身
を
隠
し
た
伊
豆
長
岡
は

温
泉
町
で
す
。
温
泉
の
P

R
や

客
寄
せ
の
た
め
に
「
源
氏
あ
や

め
祭
り
」
を
７
月
１
・
２
・
３
日

で
行
い
、
JR
の
企
画
で
高
崎
市

民
号
と
い
う
臨
時
列
車
を
出
す

な
ど
し
て
、
高
崎
と
伊
豆
長
岡

は
今
で
も
友
好
関
係
を
深
め
て

い
ま
す
。 

 

（
次
号
に
続
く
） 

 

鼻
高
の
四
季 

＝ 

写
真
で
綴
る
鼻
高
の
宝 
㊴ 

 

八
幡
の
庄 

八
幡
宮
に
纏
わ
る
ト
リ
ビ
ア 

崇
台
山 

遠
望
＝ 

 
 

 
 

     
 

 

170 

1 １

1 ４

０

39 

６ 

13

６５ 

鎌
倉
街
道
「
い
ざ
鎌
倉
」 

 
源
三
位
頼
政
公
と 

宇
治
平
等
院
鳳
凰
堂 

 

高崎中心街で最も古いという興禅寺（上写真）

と鎌倉街道と推測される現在の道（右写真） 

高崎公園に隣接する頼政神社 


